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こ、てv。 。 三 釧 。々陀 〉ズ 祁.
遇腕,残 ・留 才団 豆作 用 ヒして 分 喬瑳理'痢ヨ互イ乍用 左 二採 用 していること
の
仁イ鞍 。て,騒 助 し 右プ繊 埆 写 ～解1二 は、 斤・々 ∫魏 妥・穐 づ多・
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語3-2,最 達1尺踏 逆.界塚 舛 の 己とてあ ζセ方乞 脇 一艦。♪ノiし
開
墓礎 方程瓦Z(ゼ ぞ,船 施)雇 開 法 珊 ・て 解 イ'協た。で ぞり
最 底フ欠鵬 塙 別 のラ縫 か 癬 て劾 。 との 冗,絢 ≠汚 欝 ラ垢 家
の 対 象 ヒ、て、御 レ ・て。摘 彰 ね ・綴 底隷 み 縛 凝 将 か5
で あ ろσ
ざ㌃ 今 雇 蛎 多額 填 杉 の 非 調 券口四 重種 振 動 乏 教 ひ3η で,
・考家 アリ蓮 動 な そのイ孜ノ」・振 幅 つオ函限 しみ・・てRPハ 回 重極 草巨1
毛 ド ヒ ー致 桝 ミ で 拐,ヒ ゆ 舶 自露港 雪 請 で 婦 ・ ・の
　 へ
奪 論 乞 更現 す5走め に,べ61乏 その最 底ノ欠 に み ・・て 次 の'〉な
升多に 設 定 弓う。
鵡 ω 二 Σ((覆 鴻レ ー 磯*x・ タ),(3詔 ♪μ
ξ8・ ご灸+マ 質,σ2今)
こ、で δ,て7吾 、 ノ♂12-1τ12ニ1ど 齪 づ5イ鑓 り 複 嶽
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で 勅.暖 芝 こつ 繊 しz話イヒ,細 妨 之 凱 蜜 ・
εゲ 役 が2偽 彫 クテンソノレ ・委換 ザ生ヒ 飾 の 砂 多・どケ
で 筋.残 鉢 た づ琉 性6て の 伯2固 定 弱 二ど'・も て
正i準痙 才重 と 涯]定 ヲ多_∠ に 看る、 ここで ね こ小 を一,
ペ ニ Σ(β 。け仏』))2/Σ ζ 洗.li`6ら))2ζ3・2ρ'らの も
と郁8姻.、 て,ご 弓(8・5つ1や ま(s-Ls♪ と いう」ラ
ヒ 敵 筋.こ 岨 膨2)・ 財 の で 導 人 払 最 毫
RFA境 界 斜 と 好 ば 嶋 肋 で'紘 この 境 界 籍 配 ヒで
最 底 次(323う は 次 の彬 と伽 動 こどかで きろ・
人δ ω ・ 凄`拶 一 写㌧)・G・2`)
疹 ・ 議 梶 爾 母@)+(逐 ㈲ ハタ ω)1・(3・27)
2/ヒ6』)二諺≒一で8ん'1(lq』)ナ∫-1ノ霧〃で4ら)γつ(3・28)
吼`。も)・ 忌f8尻 、〃ω 一5-'だ。1演』汀,σ2の
ζ926)は 、 た と私 尺m葦 西 サ ・ 振 動 孜 久ん"が ゼ'ロ・ 粁 厚
'9
虚 激 に6。 砧 定 義 で 乏ろ.乙 勧 ・フて 綱,臨 彫 乏 麸'えてL
適 用 可 能 で あ ろ.以 汽13泥 乱 か 蜘ー 看い解 ・ノ(4。6賜(毘 ピ・の
の ♪条1字/61は 省 尼堵 さホ.る)ヒが あ ろ・
泥 の 畏 ん πの頂 后
虎ωこ 量礪 ぼ[凡 浴(勺,ノ4ぐ勺1(毎♪
・ α 三 ダ 払 瑠 葭(穿 参+姿 寡)・


















げ 謁 〃ビ 娠)卿 乳 る、～・ 従 。て 自 卵 ヲ1湧 づ弱 ・
象回{一ド κ ノ4ん・ヲ3栃・参'3
G鋤 二 〇, (5β3)
.20
言乱 非算風 多 ド1。釦 む弱 傍 放6駁 爾 ・)1コ形 イ功 に
曜 二%16畷,(細
B顔 ・ 号 創 〔[〔凡 ∠ξ`'り,メξω」、〉砥 〕1妙,(33∫ フ
と書紳 るべ こて,魏 凱 多 ヒ 姻 す5ラ舜 拶 臥
δ嫉(1ギ毒 号ヂ …鍵
・ 要f(d寡 ψ 老 一(dダ ・饅)勲(3・5`)
碇 寂 掃 。(3.3の ・ 磯 虐3'・ 知 形 で あの5ヲ こと
か"で'さ ろ ノ
φ霧 ・3よ ㍗ ゼマ・妙+謬 ぐゼの少+3貿'ピ 汚 み ・
α キ`)(3 .初
裁(物 つ伽(ゼ ゲみノ 看と悟 一べ7吻 罷 芝 あ粥 ・す砺'
仁 ヒえね,
(ぜ物 二み 傷 列 脚 凱 働(3'38り
2ノ
で あ ろ、
磯 乙 曜13琳 そ 沢
磯=o,(ヌ ・37♪
鰯 ニ ー鈍 π畝,。 δθ〕謁`P」1の
」{1の{(ゼ でつ。。・酬 。、}斗 備 ぞ・ケク"。,`3・ ザの
と あ5ル さ 必 ろ。
3;欠の項 磯 は 鵡 ψ'茜 「z)珊 いて ・
鵜 一≠煎 砦 ∵ 書ωコ・の λ伽 ♪
零 圃 響 一鵜 豹 ・ ぐヌみ・)
と 看ろ。eこ で,曜 を2・ の弥 分 けて,鞍 い 曜 滋
・鈴 三一糎 ε曙 諭 コ・£∂ω瑠 抽 〉
・穀 端(惚 叫 繍 夷梱 ・鋸
・轟 匝 伽 努+菰 ζζで砺 ♪努/,
(3守zり
2z
α瓠,肩 一擦(劇 ヂ ー㌶ ∫望)
・2ずr斜7〆 ゼピ脅 つ.彦一 誘llみ¢州 入肱
レ入
ク
+試 み(餌 テの.レ ・8畠1ん他 吻 λ卿努}.
(∫,49
〈 θ♪ 〈
として 定 姦 旅 あ・《。 趣 ノ乙ノづ応 して,斯 ご諏 と,{6・ 己,4γ馬 と
.徽 ㍊ 三 葺(6亀 拙4一 ξ呂 転 珍 う・(納)
入δぎ1み 三三(峨 ノ・几写 一6多 あ ・珍 う・(3・ 今∫)
頃 麟 払 明 州 乙 又窮3㌧ ズ絡 一 嬬 諏,て ・あ5.
ラ縛"† ガ ビ ノガ の 竜 鴨 ・後 で噛説 棚 ろ・
今 回 け 寡 図 ノ、ミ・レ片7ン%の 頒 の頂 取.弱 わ ち
κ 一 κr・ +κ(・♪+ぜ 書で 緬 た。 ㈲;て 磯 狛 ㌶ ・
磯 霧 現 Σ濠 陶 ・と賄 跨 循 と・、ラ励 ・ ・棚 動
蚊 書で の くミ1しA・7ン誕'淘 寄 与 乙看い お ビ ああ
3攻・,3幕7,9認 脈,鋸.な ビり 日舶 縁 戎 は
Arr…ん ハ に 与え ∫ 小 て'、る・
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童3-3,葉 団 ノ・ミノ匹7ノ および 鍾 輯 麟 釘 の
茎団表現
前 畠慨 説 ℃ 細 ・、ミ幌 ニアン,み よ威 畦 糎 演動 つ細 長
現 左福 蘇 あい 尾勇6諸 動 ユ 弓べて掴 。乱 こつ副 節 で ぼ こ弼 の
鑓 囲 畷1軸 ノ,ミ・しト・7ン みよ釣 確 種 庚 駒 嫁 蘇 現 乏表
め 乱 後 者 ヒフ・駕3次 ∋で 表 あ ろ.
古莫 莫 団 ・、ミ'房ニアン は。
虎 二(ノ ぞ 「z)+泥 β ♪ナ(ノで 「り,
と 劃 ・酪 。
が(κ(4,鳳
(3.今6)
。、で 虎 ・㌔ 式(330)・ 与え 辣 てい3.骸,虎8♪ 調
詫 ω ・ 訴 屯照 撮6ω]、 メ∂ωユ 瀦 憩 〉,ぐ ヌ・初
κ 他 ≠ ぐ剃 皿H,津 コ・・δ`リ斑`,服6ω ヲノ¢〉
† 〈・川[ひ},λ δ(・コメ 乙r・コ厘 〉+ま ぐ剣f〔 ∂,£8ビz'ユ父∂「ηコゆ 〉
+÷ 〈叫 〔f[凡 え∂ρ コ,1ξρ 」,姦 ωコ1(2>ノ(3・ 千8)
2卒
と書 赫 る,〈廼 ㌔ 之弧3ラ リ卿 切 解 弱 ・ げ で 葺,
ギ 。麟 ・鳳 ・κ解e舟 の
ダ
そ 小.そ,㍉κ の ∫貝 は
嬬 ・ ≠ 欄 〔[H,λ&ωコ,λ3ω〕メ δ`'♪コ,£δ`'勺1転〉
,〈蝋 田,え δωコ,ん磁 以 ユ1の,(3汐 ρ)
嬬1三 菰 硬1[巴 ズ覗 〕,2δ釦'伽 ぐ軌 融 ～8'ヱ励 瑚 〕
1⇔)・ 創 〔[凡 えεぐり」,～(袈1ニソ㌦コ1(2〉
・望 暢16畷 ・8録6覗)・(3響 夕1フ
礁 ・ま(醍 月,λξ8リメ∂8鞠 ・徽 日メξo揺6聯 鋤
σ5≧)
て 定冤 さ嶋.
同厳k四 重軽 演動 り談 細 魏 碍 た,
幽 二 謬 ・護 ・4♪ ・(353)
25、
畷 ㌧4幅+叔 劉 弗,
《'二 ¢:加+4夢 淑 ・耀)臼ゲ,
ア
と あ ∫ オ7之 取 ろ。 そ ホ そ"水 の 」興 ば
4罫㌧ 〈姐6夕,£ δωコ1の ・
¢ ㌦ ・ ぜ く喫1〔〔禽,え ξ(勺,えξω]1の,
4雰〉亟 ・<咽 ε(彩 、追 籔 ⊃1勉 、
《'飯 ・ 歩 純 πどら,・ δ6コ,£♂♪ユ・6ωJノの
+〈咽 〔(転,ズξ8勧'囎 ♪.
ぐ3♪ 〈 へ`5♪ 〈
叔外 齢 二
6舜♪吟 二 く嬢f鉱 〆 δ6)ユズ69)ヲノ¢ 〉
で版 勉 ろ.こ こて・、 嬬;∴ 講 ㌦
婿 獄 ㍉ξヶ(暢 癒 一6麟梅)・















で 足 柔 さ 木 多。
ここて、 添 字'!パ/ノ 〆ガ/P・ ジ の 憩1・ つ・婿 訥 乙よ〉.
叙3.35)お 材 ろまラ1・、 蝦1⇒ 細 卦 と 纏 団 甘 σ λ)
とっ 鑑 効 果 と 溺 わして・、ろ。 跡,て 、 城 え ノ跡(掴)少 ソ
草団 一非 豪風 五 ダ モー バ.猪右'、由柔4ろ 動力 学 殉 非 調 和 項 乏 ろ
5耽 て いゑ とが 材 ・ろ.C。 頂 ヒ フいて1専須 で 詳 翻 ノ・ 講 論 脅.
践 麟 鏑.帯 幽Cて 畑fイ 乞徊 蛎 ドとの霧
1;1力呆rす ろ ⇒戸言周 ガZコ」勇 乏 あ5し以フ乙て い ろ。 そ水 そ曽』旅 の 辺寿 っ ぐ4》よ 〉 首
微 裡 吻 起 源 ε あ 籾 伽 ・て.そ 績'パ ノガ/'厨"と づ 琢 ・
字 厨 ・羨.諌3'・ 凱 て,κ 瓢 は喋 卵 一ド劔 郎 茄 重.で・ろ.
そ水 は ど尋 よう春.非算 団 乏一ド'とつ矛諭∋ 乞 幻 回 垂、乏一ド 幼 芳毛・合 乞名 ∠で'い
勧 。 鮪 慌 瀦 ぱ、 蒙庫 一ドの毅 励 多叔 イ鎌 礎7ガ ノン室
間 内 で 傷 輔 非 調 繍 犀 乞 同じヌ擬 昂 翅 で夙 。っ多勤
ノ〉望 恥 切 轍 横 鯛"(偏 孤寸・ね 戸・(・)助 跡 う・
1材,て"†ガ い プ 縛 珊 ・ち"擢 ■4ガ ー ノ戸・ジ ・・う
途 牝 拘 ち 他 ・量 も 士で 記 鰍 伺 つピ 司じヌ裸8叡 でいろ・
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さて,ズ ペ7枕 紹 ζE・♪ 恥 つ物 理 蛋 Σ 勧 る脚 認 ノ6
晦 とい・応 典的蛋 乏 量 弛 伽"善5な い武 こて腫 孤
処 ラ裁 して,正 馴 貢馳(η ・嗣 ・γノe噂)嘘 て・正霧 子乞
とヰ鯛 弱12フ す勧 参,非 老 砂 。ψ℃ 談 房媒 団斐敷 であ3
(ダ9ε 礎 裡 抑 ン ぐ4,か て"昂 撫4渉 の
瑚 裾k鍬 撫 ろ籾 萄 ろ。 。の勤 艇 勘 鋤 伽 フい
ては 後 厚ど議 論4ろ.
量死 鉢 た細 くミ嘘 πγ,四 重転 顛 イ縁 団魏 綴 終
ピi三フ'て フ欠(ヨ)よ う ∠ま ラアタ,こ な る 。
昌・{ω亥4ゑ+君 ㌃(44子 んご)
+イ膝 樹 晦4+昭
ナ頚 君 ノ(ノプ 錫 げノケ
+ノ7㍗(ノ ・ノ秘。ζ詔2ノ 。・ ナ ん'6浮
+イ 『クず(〃 ・ゐ。r/7ナノ。。 ナ ゐ(ト ク (3・6り
z8
るダ8ω 砂 卵 ・rω`㌶少
+8降のイα肱 ・ぐ卿 鈷
+28ω 惚 揚 鞠+ぐ 〆ナr〃ノ疹/
」
俘8例(`鵜 ノ写 ・(ノピ鵜 尉,い 〉
ノ,ミルトニ7ン の 倣 の 傍 劃 よ κ 色㌦ 齢 て3フ っ舗1切 鰯 多・と
か'で'きる)




ヘ ノ・像 ≧敦 ヒ 苅 して む1司坊孔 に
〆」㌧ 鑑 ♪・瑠
訂些 鑑 ・礁 一
ヨ




と.ラよラκ ・分解 で きラ。
3ご6法 で想 あ 、豹 るイ碇 翻 ・、令 躯:勃 ノ多・で ぞヂf'声
筋 耀 ガ とり鯛 水て ・る ・とε 強 諏 協 こう霞 朽 痢 知
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脇 ソげ ん(脇 ～・よろ ノ、ヨゆ 吻 微 硯 り修勲 て
くウ込 き水 ていろ.匹1重 極7寅 算 尋 に 女1して モ1司オ羨であ ろク
算 国 ノ、ミ,しド7フ,囚 重腫 演 蛎 の 傍数 り 明 陥 表 勲.
AFrぞ・tノ渓Bに ゴ どめ5取 て い る ・
3δ
至53一 り 球σテノ シヤル ニ〔子ルギー
条 の 麺!.関4ろ 議論 勤 かソ糊 すろ勧}二 渦 お 、約 ン
ラヤル ェネルギ_乏 導 、て あ てヒ 痩 利 で あろ.こ っ 周 治ヲ9吃あ に,はじあた1
隊 三 ヌ(4+鴎),(3・ ω
㌃ ・2多《4一 み),(3勿2
て定 柔 鉢 ろ,噌イ麺'一 厘 動そ の 演 駒 で 恥 諏 坂 ろ・
こ こ で ・Zは 後 て 庚 φ5・ 弛 る 又 ケー グ〉 グ'ノ、oラ人 タ ー で'あ ろ 。 ノで に・て謬 ラ
オ・訪 粧 昂 御 で(。9、 与 沌w・ ノρ 〃所(呵 ・面 噸)
1。並 ぺ 諏 ろ.こ つ 晦1順 脳 凱 力で,彫 と 才玄蛎 項
コフ
乏 細 詠oテンシ泓v(吻 ・・て 定 蓑 ヲろ・ 褐 砿
角 ・ 丁(吟,㌻)+V(吼).(3・?'2
と な ろ。 フζ1㍉
α、。 ・ 飼,凶 ・2・膣 β碗,α ・・1…(3'7zク
で 定 款 燭,内 書薩 豚 牙 た 移 孔.汰oデ ・シャ肋 ノ動
〔臨)の 関 毅 として
v㈲)二 補 切 の 碗3鰯 ナ+岬 タ,(・ ・7・フ




の 彫 ・れ 恥 亥.ポ テンラヤ'レの緻 就}'」 崩 微
と関 係 しひ て,
ぬ ・一舞 ω ・ 考(り ・Dイ ユ'.(3・76)
遊 ・ ま イ擁 ω ・ ノρの一 μ1ヌ'ノ号 ～ピ・」+・)君つz-2、 ぐ3.77♪
㍗ 鴇 房 ζイ鱈 κユ'りz-3,(3捌
鯵 ・ 計 偵 ん㌘り+ん ピrう・墨 至3ピ・♪左1ηlz∴(3・7り ノ
濡 く、と カ・で 乏 ろ。 こ、て,96肖 知 ・ノ ・ 餉 三 筑
調 ・夢 で 定碁 舗 ろ、
鐙 後'・(373脈 で縄 ε ナ ΣB・ レ 〃・帽 ・・拠 タブ
ゆ■リ
ブσ の 二麦 亭彩 ノ、oラプー タ ー と1司 定 で'…5よ う 反,ズ ラレ グン グ'ノ、σノプー
タ,7芝 園 定 ヲ 多 。
β、レ 齢1,。、汐 偽 王だ面 テン%姻 ノづ
頭8♪・告 祭 ・(捌
で越 畝 ろ.こ、て・,ん 肋 、 そ承林4鍵 の痢 椀 鰐 旗
物 糎 橘 ろ。 さて,σ8の4の 鉱 と乙て而 講 多て俵 厩
幽 の最 敵 項 ・ 肪 紡 ・
・ダ28ω(4吻=27学)礁(捌
Σ鯛 弱 珂3。 上耕 つ葡 翻 子21尋 麗 諺 穆 労
1∫フ
トつ 偏 オ銃 荷 別 で嚇 と耀 し左 ・とお ぐ3・ 並 縛
〃(。ブ1よ こら瞬 で膝 論 丈転 勝 づ鹸 吟 を 岬 ぽ








か 硲ー 立 稲 ・ と ∂・'励 ろ。 こ,日考,(9沼)%5誹 ■
脇 一 副d・ 。kヲ プ7・ の 変 ガラノ、oラナー ター ヒ 〔て 同 定 で 万 わ 厚て あ3・
3乎
δり,量 子化 処 方り 妥 当弓iも
こ で は 鄭 本的 数 値 調 に λる鄭.前 節 で 辛綱 レ先釣 化廼8・
1`)ノζ♪
妥 当 柑 ヒ フいて ノ険 詞 肩ろ。 イ努正 丸 ン森、オこ'ソン雇 朗 彦、 の 恭 与募Zε、5てこ彦・
の 糸課 が ど 嘱5・ 、 良 儒 現 禍 か1名 当 ・脳 差 恥 弱 。 け し 耗 醤
ヒ 量 弓化 処 右 つ 男 当 ・せ と 誘ビ訴 肩 るをめ1コ渉 痒 竜 か う6著 で あ 急
イ}与正 丸 ゑ∴求 ヲーンノ夏 朗 ラ玄(mMB五T)は 、一量 子 δ角 て あ フ,角 蜜 弓イじ といラニ
とは,腰 るい.しかし、網8匠Tklま 駒 砺 鯛 乏 鋭 雛 歓 濁 成
づ多才諭 が'ず・・ので,詠 ε770ウ オワに 多綻 し看伽 は捲9看 い ・ 蝕 う
諒1踊 飯 速 舵 吻 断 坤 た 鯛"(+励 ・・ナ♂ ・P・(eフ'・び
畑 ろ沼 粥,姻B丘 丁 はt・ 練 ノ ・解 敵 薦 広'回 ・握 子
論 で 誘 といえ う.一 ち,5ご・ノ云'6稽 ・ 強 調 むた よラに 乏一ダ{ザ
結 畜動票 Σ くり込 尺で 自己却 」撞 着1・ 豪 巧ヨ静 分空 周 庄 繍 広q3・ ワジリ■両
者 で1づ 算1ヨ舗 空 周 グ 窺5り て『'あ5・
とたオ・;て,純 舞 に,豹 化 嫡 の 諺 覆 誌 繭 邪 た耽5ご σ 云て
ア豹 取 さ 稟 凹 ノ、ミ1げこアン 四 重極 ∫寅算手 ・・集 図 麦 現 か∫'{一ド 多 ド霧 奮
努劾 澤 に 由柔 ヲ3項 み よび9,対 回転 助 矛誇・多効 冥 に 由釆 ヲるノ負 Σ とソのでh
て,謎 と、 励 昭 獅 ・ 結 票 乏 北 鞍 躯 諺1・ すろ.
ぐの 節 で の 渉 、ノ梗 型 とぐて13締 ∋遅 多 ノ 殼 オ吏理
Σ用 ・、ん こ ・卜鳳 くノF個 り 陽5と 酸 個 の4・彪 写が ,角 屡 動 遷 ♂P,
へ
娠 乏靖 タ.1やレギー 勘 ・は 縮 退 し庵 そ4イ'訳kr個,歓 個 の 姦o中 で
卸 れ て・3綾 翌'て 薦 、 洗 掴 互イ鯛 と・得 対 拍 郵 乍用 ・壁
趣 細 互 鯛 乏彦 嬢 、 簡 蛎 筋 に,宅 戸象 の 激 伯 言ナ愉"コ,
ヘ へ 　
」F・ 義 三 おkr・ 桟 ・kと 乙て,骸,対 相 互 網 の強 さ6す 戸・6玩
二(わ ,さ ∫1・単 粒 子回 毫オ垂 演 彰 チラ戸づ雪柔{毎 ミみ ニ3乞 緩 ・
図 ノ1・ 設 伯6噂 稀 課 Σ の脈 あ・て。(の オ・-m躯E丁 蘇 課
・ 初 .(ち フがよ で 赴 で た 竜 啄 て勿3こ ごノあ 結 果 であ 多.あ 竣 伯 言す
し
算 て イ1藷用6充,ハ σラプー ター ゆ 数(鍾 ノコ,ノ=%.k=免 〃 ア ニ ノz,
酸 乳 麻n・2姻,ど 響 み∫ε,ご 磐 灯 ど,
又。k2貿 茗1援)牲 ・ ノ2姻,て あ3.こ の 図 櫨sご 砿
は,エ ネ群 」 ズペ ク杣 乙,β 値 フ ℃ 倣M肛T・ 結 栗 ■ 非 劇 ・ 庭 く
≠脅 男己 乙て い る こ∠,ゴ・曜 め か.ろ。 上 て 用 い た[=ヨ 奎7才亟・オEl互イ声用 つ ラ管ミさ
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は 、 脇 界 、ξ、(7夕k23z(書 戸・諭 ㌧ 入・ 〃,v2Σ 搾 越 え た 巨ノニ
あ 切 鉱 拶 鎭 域1・ 対 ん・して、・ろ。 ご5に ノ、oラメークー の 僧 乏 変えて 老
上 で 述 べ た 値 ヒ 近 ・・カ・乏つ、 この 糸課13ガ'わ ∫勧'。 沌。
さ欽5CC法 で 傷 妬 細 ノ、ミ1けこ7ン 満 よが 確 妊 痴 算
うう ・冥 乍卜的 老現 ど 肋河B匠Tで 得㌻ れ る そ火 と 左 言≠メ田1二地 」鰻 乙吃
結 稟 両 看 は 皿 陶1のヰ ダLて 疲 丈 鴨 一とが丁材 ・。た。
以 よ ⑭ 、・こで 搾 用 酸 ぜ イブ6匙 ノ宏1遥 翁 肋 であ 多 と 霧 論
フ"う ろ こと か9で 『乏 う。
タ7
δ5.数 伯 計算搾 備
この 節 で,び7欠 節 で み_を ラ 薮 伯 訂 算 っ 老あっ拶 備 ぎあ 一啓〉.
才綱 し左 模 型 空 周,梅 イ矧 ハoラメー タつ 角 劾 電 御 ・フ・、匂
畜兇9自 か る ・さ ホ.ろ。
17)
、∫eっ 同 位 躰 ヒ っ・・て}4(ノhε γ 一 ∫∂陀 η∫εん か 来 あ た4の とノ司 じ'
渡 型 空 闘,単 一粒 写エネ・しギー Σ諺 用 した。 庶 う1司危 躰'ニフいて13・
榎 型 空 間 ・し露 嗣8)ヒ1司 じ{の匂 糊 し乱 単 粒 孔 裾'L
博 陽 孔 つ.鰐 θ塙 一飯 ・'5e'・と同び⑭ 三,軸 孔 ワ・て'び練
辞 判 躯 脈 肋 乏 携 軌 も 琶 党.図 ユ に 零 ・てみ て・
採 用 発 単 靭 工袷Lの 重 劃 互 とフい初 餐 で 言 論 づ5・
細 互鯛 つ 繰 欄 し裾 ζ個 ・〈oラプー クー 侮6・ し・
乙,為,6扉 ξ次)ゲ あ ろ一 幻 細 拶 乍用 っ 強 で 硫6'・しκつhてね
鶏 名 鉾 しギLの 偶 護 一奇該 差 リデ=7乏均理・4るよラ1こ淀あた・ その鍋 つ
デ 勉ーR,flη か5と.た。 面 塗才蓼 樋 鯛,舳3働'四 墾 対 網
}刻力っ 強 づ に ワい初 為 よう砺1で 媒 綾 数 赫 しち
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才、.震 乱`)、 γ3・ 譲 ∫⇔ ぐ∫・リ
6。ア ・ 砿 ・ 副 ∫乙)(3'・ フ
ここで 、7≦鮒 あ,拓 免1如1コ 罐 桝 副 糊,繭3耐 り 強 さ・
πフ
自 己倒 童着値 厨 ば'水る乞のて層'
又∫∫⇔ ・2多 幕 全 珊 々 票)z川 ・V㍍9)
岬 二変%<解 酬3厚)3卿(∫ ・り
て拓 紘 ここて 響 鯛 筋 碕 て・孤 醜 くoラノーター
の数 乞減 ∫すたあ 弐'(3・Dで
ゴ、 づ3(∬)
と あ・、広 茄 房 ク鍛 縦 白戯 ノ・ラノー ター磁 は,ゴ ・,3・の2フて'』
あり趣5つ 勧 脇 く 実 馬嫡 左 醜 禰 ラに 漸 ん 麺 縛
の解 解 ヒ鯛 酸 伽 和 に 劾'・あ・く・ こ幅 筋 舶 祖7
いてね 後 翫 話 詞 略 、
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得 外 た 細 ノ,ミ・レ彫 ン 恥 〆〆 ソ痩 飾 力 ご埆 樹 楓 ・り
空 周 は 友 能 べ 汎 伽 淑Jの}で 張5帰 ・ こ・α 場嚇 ・嬉
数 つ亀 瞬 はJみ よび ハ4埴 角重動 憂 ξ∫が に そのZ威 身,rし ノ ノ4ノ ノボソン
っ個 教,()(は そη他 の量 子散 ぎ そ旅 ぞ峨 ろ9わヲ.,碧 隊 の殉 角化 て13
沐"ソン敬 は の イ固3ぞ とフた ・
B(石2り,み よび ・電 気 四 重ズ曇f-/ントは
B(ε2;・・ラユ1フ・、鵡 μ 考融 即 励 ノ2醐
Qエ.・.摩(・ 誹 ・ノ雁'グ)1切 ・・)ぐ ∫"♪
で5え5承 る。 、こで1工 潮)な 角 厘 勤 屋(■ 川 控 モ瑳 £指 日の
ロ リ
固 有友 能乏 あ∫粥.涯 曳 演 窮 縦 匹2,ノ・)1♂
両(E姻 ・,呉〆)転 ζ∫'8)
で 恢5蝿 。 陽 子 中 粥 ・ 勃 電 荷 は 榊 それ
8r副 ・ご・♂',ε 乏暁e(pの,ζ5・ り
勿と 書 け ろ一 こで ε は 磯 電 荷,ε(ア σ'㍉ユ で 偏 舶 こ 由約 る
偏 種 舗 橘 る。 鯨 切 ε`戸σ1'つ伽Bぐ π・河 ラo,つの 実
、馬受 データ ～三あわ亡る よラに 淀26た 。 言 ラ書でヱ ないカ'90,+4ズ熊'ひ.,碁広!反『
能一で紘 鋼 匪 ε`F.%緬づ 裁 に 兜 窃 ろ。 こ梁5つ伽
斯 恥 褐 値 弱 紡 弘 ε と比べ孔 形ヤ焔 ・よう爬 督 ・
偏 奴 呪 ラに 丈娠 働 ・髄1腰力・ノ詞 兼 窮 靴 嶋 べ乏 纏 で窃 ・
匝6.銘 果 あ・よび 認 諦
あ 節d藪 値 計 算。結 稟1謬=、諺 呵 フ躬1議 諭 乏 あ＼ わ 。
粥 一1で1コ 敷 値 言薄 で 得 外 た ユ礼 や ズペ7肱 膨 ・),1コ鮪 拓 プ
!トが 吏鵬吏伯 と∫乙鞍 ご水ろ、 奪6-2で'3蔽.値 彦ナ算 て用 いた オ目互確用の
強 之 の 毛f当牲 に 図 して 訪儲 堤だ 取 る。 蝕6-3で 「コ 匹 ダf一 ドメ着合効果
にフ、・て 詳 葡 き 藷 論 が お こなわ水 ろ、 姦 後1こ 奢6-4な 、 脅効3修 力の
効 果'、 っ・・て り 議 論1、 あて5水 ろ。
露 ζヨ 敬 伯 計夢 結 禦 と 宅躾 デニタとのノ乙較
5ε,同 位 体 肱 の 雛 伽 ・フ碇 数 循 言虜 で束 あた ユれ や ヌへ07トノし
阿),20ク,5)
ピ 更鞭 デ タ との北 較 が そ4・ぞれ 図3・ 図41・ の ゼて お5.〈2毎
と乙,ザ 致1調 序1・ 艮 ・、。 塘 ・ 為 芭 に ラ狛 し知 』
実 鞭 デし・9か5そ 娠で λ の 同 位 佐 とも 共通 し庵 興 瞬 潔 い 靖 徴 ま{・
て、、多,と カ・ 勅3.5eっ 曜 魁 。い咀 ㌦ で ね 硲 燃 のユテげ
一 が ヱフ〃 ン3重施 φ,環 撞 、、のに 撫 ㌦ ビ'禄 碕 傷 て
チ2
い6一 司 楳 に、脳 離 慨 フ。てガ 駕 ピo気 四 ざ 孜 庭 、
。 工初 ギン が 摺 低 、のた 対 しそ気 で,慣 縞 て肴。て・峨 教 癬 ナ
算 の結 架 は,、∫eの同イ立体,鼠 っ同位鋒 と引こ 更駁 デ=17κ子5水る
、の 興 昧 潔 、、働 匂 網 撤 ている.た だ し ㌦ 初 忽 孜 勧 …謬
孜 熊 」ワ芭わ 引ケヒ 墾{ξ フて1び9多洗Oの0ノ 寂 熊 の ふ3∂ いの 中握
イ数 依 剤 生 の 印 男,。成 功 任 微 親 的 理 由 たフ弼 な 童 ダ3て 課 論
舖 ろ.
㌻2,zo)
Bαz)と2嵌 熊 の 四 重 種 そ一プン臼 ・プ ・ての 言博 値 ・ 更 躾 歯
の 比 較 は 表21・ の.で、う.確2,チ+→2,+)に 朗 しては どー9薦 骸
,.フ、、窺 良 、ド 致 獅 して、胤 β(ε2泌 →2+)と βぐr2,ざ→2,+♪1こ閲
む鱒 言傅 伯 ば 調 動 乃 ノン 複 型 てり 狸 鮪 籾8(賭 イラの の2
倍 ク5〃 ・を戸 域 ケ して い3。 悌 拶 た 実 駈 値 つ傾 向 と一致 して・・ろ。
轍 ・む1ワなゼ 腕1㌔ ⑭8(f2沈 →わ 御 が 麗 ク諏 り
8ζ£212、+→2,")13鶏 支 値 と ノ乙 べ'3と 書ガ ズ 廷 い.
一 な2,'・'鍵 の 四 到 配 一メ・ト θ・、月 ・ 閏 して!づ 実 鮫 魯 ガ 致
は 良 葡 、。 尺⑭ 印 立イ才 ヒ 引 て'」 絶 雛 　/つよ{一ξ辺 て、、るか:
ラ3
塙 号 が`逆 で あ ろ。 す看 ル 多一定、駿 テ㌦タ'」 葉 巻 型 斐 づ彩 乏ノア咳 乙て9ジ5り'こ
対 し 計 算 は、〈.・ケー 耀 豊 形 乏鍍 し…3・ しれ 甜5.ぐ っ不 一孜
は 舶 ソ影 牝 ピ1す窮 べ 乏 で聴 い。 とい〉励 殿 ヤ ∫eり ようる
弦 移 頒 域 該 は 変噸 の ヰ妥勘 が『非 職 ズラい ヲ看籾 だ 嬬
こ里 重力 乏 汚・ヲzl一ダて"あろ.
響壺6-2,花 「互作 用 り強 で9{享当牲
Cこで.さ5に 訴 メ咽 な 議詰角 ヒ 入 る莇 に.数 値 訂 菊 で便 用 した オ目互作 用り
強 でっ 毎 当 牲 Σロ今 味 してあ こう。 駁 値 計 攣 た あ嚇 て 重 凶 な 初 互咋 用 っ
強 歪 ウ.〈・ラメー タ ー は.五 と3。 っ2フ であ ろ.
図 塗 ノ睡 左1互作 用,殉 効3体 力 の 強 乏'こノ到 連 し毛 ノ、・ラメー クー プ三'こ閲
(て弓 看 当 ・挫 り 基 琿 は あ あ・ぎか κ 言 〉と そ水3… 、、か!;1'こ.左いグ であ
る,鯵 屑.鳥 漁,∂ 、・淋 そ れ ど・の イタ・・謬`♪,拶 の'・近1の ・拓
る 。 表1か5そ 功Lそ・'取の ノ京i}オ 亥'こ52rナす ろ づ『213だ ㍉)た1,ヱ た 近u矛'一
セ 取 て 噛乞 る お・ ・ヤフヤ ノ1・コ いDし ζ1・し 訂(」 ～・3♪ と(タ ・今・)'こ あ けeた ノヨ 乙ノ
1
無 撞 着 値'ニフqて'」注恵 が 必 蓼 であろ。 こ4(5の自乙華 撞 看 伯 は.
閉 殻 の タ!例 個 の主・該 のヰで 初 ・勘'数 個 っ謝 皇粉 が ゑ 、
ヒ 樋 鯛 して・ろμ て ■ 習 殼 の励迄 励 鹿 テ鍍 賜 彫 擁
の ロ ロ
作用 ヒ くリ込 ん た 券着粟 亨∫ れ た{のて'覧あ5.∫ 倉牲 空間2瓜
でブ4tば 、イ承 だ り くソ込 む べ 乏励 起 の劫 累 な ノ!・定く癒フ、ノ掴 互作用り
鎚 無 撞 都 郵 ノ1・ご情 ろ.適,教 値 言鱒 訴 肌 石 灘 咳 問 は
衡上 に 迩'べ た ・貯 る に 比 べ る馴 びろ侃 広・、。!劫 ・弦 五 が ヱよリ℃
ノ」、さく 惹,て い る こと 娩 し3奨 て あろ。 較 ℃ば 空 間 左教 ろと
同承 は 白 己無 二撞 善 値 又穿θ,矯 ∫こ㍉3そ 水 ぞ班 そつ 屋9値1・ 孝
ろ.
3。,弱 慌 四 壷罎 対 梱 互づ鯛 つ ダ鉦 σ・λ に闊 乙てに 最 近.
最庵 岸杢 κ よ.て,.対 浦駒到 場 ヒ発 砺 局 所 が・抄 イ不受控 の石皮取の回
復、.ラ観蘭 適 罐 擁 働 蘇 乏謬 緬 誠 ・)と
書 秘,
謬 ・/で 篇 ぐま・均)馳)1zlζ の
と砿Cリ イ動 ・コ フつ 鉾 ヒ看5う.数 値 鱒 糊 い娠 てと 磯 θ
と。地 ◎。・/(震G残 陽 子,中 ナ望子 ノ・… て 紹 ノ・ あ ゲ てみ く・&
り同仕 脅 たフ、・てb陽 引 申彊 子 とむ 駕 ∫庖 ゼ コ1こ近1、ごビが めカ'ろ・こ娠
は、艇 移 数 伯 彦噸 で 爾 酸 彦 の プ函 硝 彪 矛 伽 う・ 魚 ・同
イ立伽 。閏 し切 牝 勧 ∫し は ヲ柳 ・ ヱ1・近 ・が 戸豹 η∫6'3ユに雇
うと柳 」、～ 禰 馬抑 立伽 ¢1㌦ 謡 ㌦ か
を'虐 ラ㍑ 妨 朽 ず(52)の ♂鴻 媒薇 獣 表示a・ 親3透
働 て協 ろ。 猷'4同 じ蜘 透 数 荷 ・尻 とで踊 力的 κ 巷酬 た
、 δ),zl>
とっ 比 毫と 乏i≠ 、カ㌧ た コ・5で あー ろ。=≠ い を 二 と1乙,し かし 存力・・5莇 究
この 不 一i致 は 景 終 殉 葦 孝浩犀 し は あ 尋11累1蓼 乏 与 え 看 い 。 表 今 に、
イ列 ヒ してpo。欧 の 場 ・言 ノし..奉i論 丈 で4穿 用 した ノ・。ラ匹 ター 乏 用 ・・九 疹た算
糸嵩 募!とGrユrっ づ1重だ'け 乏(彰F/6募Gフ ニ 〃、94と6ろ 」・>1二斐 えて,づで二り
ノ・oラか ター は 同 じ1・俵 場 伽 言†篇 課 蛎 して あ・・孟.。 の 表 ナ 兄
両 者 っ 透 い は 刀・芝い こ2～7・'・わカ・ろで『あ ろ ラワ
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奪6-3モ ー ドー・五一ド話 右9・分祈
蛎 一'で 述 べ た ように 加1つ グ ・ぼ熊 。謁 ぎ呵 刺 蛎 薮 伽 ・姓
猶 現%こ とに滅 珈 た.こ ・で は こ畝 功9微 観 的 理 由 ・フ・π 調
べ'ろ 。
惣 弓 財 べたよラ1t(33∫り て与え鉢 ろ 魂16細 針 ・
非 細{ギ α 入)と,瀦 税 お わしで・ろ。 」ず＼ の 曜 明 燐膨 ・
呵2)洞 面 ヒ1調 べ てみよう。 磯 は 鶴 形 砺 解 ビ脇
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